
原子吸光分光分楕法による食品中の金属の定量に関する研究－Ⅴ  

亜鉛 の 定量 に つ い て  

長 田 博 光  

The DetermiIlation of M二etalsin Food8by Atomic Al娼Orption  

Speetrophotometry・V  

On the determillation of zinc  

HIROMITSU OsADA   

Atomicabsorptionspectrophotometry wasapplicdtothe determination of zincin  
foods．   

（1）Absorbancy at213．9mFE WaSmeaSured to determine zinc．   

（2）Alinearrelationsllipbetweenanabsorbancyandaconcentrationwas found  

Within the range of O－5ppm zinc．   

（3）Sampleswere bumt toadleSin anelectricmufflefurnaceat550OC，thea由es  

WeredissoIvedwith5miof6N hydrochloricacidandmade11ptOlOOmiwith watcr・  
OTlemlofthe acid solutionwaspipettedandadded5mlof6N hydrochloricacid，5ml  

Ofcalciumchloride（2500ppmCa）and20mlofethylalcohol，andthenmadeuptolOO  

mlwith waterthe solution was submitted to the analysis of zinc．   

（4）Silicon，tin，COpper，Chromium，magneSiumandpotassiuminterferedwiththe  

determination of zinc considerably，but theinterferences were eliminated by adding  

2500ppm ofcalcjuTn．   

（5）Recovclうesofzinc addedtothesamplesohltionwerefoundtobesatisfactory・   

（6）The reproducibility of analyticalvalues was also satisfactory，thatis，the  

COefficient ofvariation forzinc was4．83％foroyster．   

（7）Contentsofzincin marine products examined were about O．5－3mg％with  

the exccption of oysterand crab，COntentSOLit were50－70mg％for the former and  

16mg％forthelatter，reSPeC†ively．  

亜鉛は人体に0．5mg％位含まれている．また穀類その他の食品には1mg％位含まれている1）．  

亜鉛が欠乏すると動物は成長が悪くなったり，毛か生えにくくなったりする．膵厳ホルモンのイン  

シュリンは亜鉛を含んでいる．また炭酸脱永蕪辞素は亜鉛蛋白である．亜鉛ほこのように生理学的  

に重要であるばかりではなく工業的にも重要な金属である．即ち各種の合金，メッキの主成分とし  

て，或ほ塗料，ゴム，合成触媒及び医薬材料として利用されている．更にまた亜鉛は食品衛生上重  

撃な金属でもある．この亜鉛の微量定急にはポーラログラフィー空）のほかジチゾンさ），ジンコン4）  
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などを用いた吸光光度法が使用されている．   

原子吸光分光分析法による亜鉛の定量はDavid（1958）5）が植物体中の亜鉛の定量に，Allall  

（1961）¢）が農産物中の亜鉛の定量に，またGidley（1961）7）が合金申の亜鉛の定量に応用してい  

る．   

本報では食品中の亜鉛を迅速にしかも正確に定量する目的でその定量法について検討したので以  

下にその結果を報告する．  

実 験方法 と 結果  

1．装置と試薬  

1．1）装置：日立パーキンエルマ139分光光度計およぴ139－0420原子吸光附属装置を用いた．本  

装置のバーナーは火口長9clllの魚尾状のもので空気，アセチレン炎を用いた．  

1．2）試菜：亜鉛凛準液は特級塩化亜鉛を水に溶かし，亜鉛濃度1000ppmの原液を調整し，こ  

の溶液を稀釈して使用した．カルシウム溶液は特級塩化カルシウムを水に溶かし，1ml＝50mgCa  

の溶液を調整して使用した．   

2．測定条件の検討   

原子吸光分光分析法は光靡のランプの電流値，スリット暗，アセチレン及び空気圧などが分析感  

度および精度に大きな影響を与えるのでこれらの測定条件を検討した．その結果次の条件にて測定  

することに定めた．波長213．9mLL，電圧200V，ランプ電流10mA，スリット幅0．2mm，ア  

セチレン圧0．4kg／Cm巳，1．5〝min，空気圧1．4kg／cm＝，7〝min・   

3．塩酸の影響   

試料は乾式灰化処理を行ないその灰分を塩酸で溶解し塩酸溶液の状態で測定するため，重患の吸  

光度におよぽす塩較の影蟹を調べた．   

亜鉛の吸光度におよぽす塩酸の影哲はFig．1に示した如く全く影響がなかったので本実験では  

測定液巾に6NHC15ml添加することに窪めた．   

4．共存元素の影響並びにその抑制について   

食品中に主として含まれているケイ素の亜鉛  

の吸光度におよぽす影響を調べた結果Fig．2－1  

に示したごとくかなり影響することが認められ  

た．このケイ素の干渉を抑制するために二，三  

の抑制剤について検討した結果Fig．2に示し  

たごとくストロンチウム及びカルシウムが効果  

的であることを認めた．しかしこのうちストロ  

ンチウムの添加ではFig．2－2に示した如く標  

準曲線の直線性を欠くので本実験ではカルシウ  
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On Zinc absorption．   
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Fig．2－1Influenceofsiliconand cffect  
Ofsuppressionagentson zinc  
absorption．  

ムを添加することに定めた．なおカルシウムを添加するとノイズが大きくなり測定誤差を生じる．  

このノイズの抑制にエチルアルコールを用いたが，このアルコールの豊の亜鉛の吸光度におよぽす  

影響を調べた篇果Fig．3に示した如く測定液中に15ml以上の添加でほぼ一定の値になるので本  

実験では測定液中に20ml添加することに定めた．他の共存元素の影響並びにその抑制について検  

討した結果Fig，4－1，2，3に示した如くクローム，スズ，銅，マグネシウム及びカリウムが影響  

をおよぼしたが，いずれもカルシウム2500ppmの添加によりほぼ完全にそれらの影審を抑制する  

ことができた．なお鉄，リン，アルミニウム等の共存元素は全く影響をおよぽさなかった．   

5．検 量 線   

亜鉛の各濃度の標準液に6N塩酸5ml，塩化カルシウム溶液5ml（カルシウム2500ppm）及  

びエチルアルコール20ml添加し，蒸留水で100mlにし，2，に示した測定条件の下に検最線を  

作製した．  
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Fig．4－1lnfluences of silicon and tin，and  

effect of the addition of ca］cium  

Onヱinc absorption．   
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add5ml．of6N HCl，5m】．of calcium  
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Water．  

Fig．5 Calibration ctlrVe for the  

determination of zinc by  

atomic absorptionspectro－  

pbotometry．   Determination  

（At213．9mJ上）  

Fig．6 Procedure for the determination of  

Zincin foods byatomicabsorption  

SpeCtrOphotmctry．   

亜鉛の検量線ほFig．5に示した如く0～5  

ppmの範囲で直線性を示した．  

6．食品中の亜鉛の定量   

食品中の亜鉛の定量はFig．6に示した如く試料10gをルツポに秤取し，5500Cの電気炉にて完  

全に灰化し，その灰分を6N塩酸5mlに溶解し，100mlの定容フラスコに移して燕留水で100ml  

にする．この溶液1mlに6N塩酸5ml，塩化カルシウム溶液5ml及びエチルアルコール20ml  

を添加し，兼留水で100mlにし，2．に示した条件の下に測定し，検量線から亜鉛の量を求める．   

ワ．回収試験   

食品中に既知量の亜鉛を添加し，その回収率を求めた．その結果は Tablelに示した如くほぼ  

満足な回収率を得た．   

8．再現精度   

原子吸光分光分析法による亜鉛の定量値の再現性を調べるために食品の同一試料を測定日を変え  
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Table2 ReproducibilitY Ofanalyticalvalue・  Tablc3 Contents of zinci11raW and  

Canned foods．（mg％）  

Raw food  l Canned food  

Zn I t Zn  

Crab＊  

Salmon竜  

Tuna＊  

Mackerel＊幸  

Skipjak＊＊  

MackerelPike＊舎  

Cuttlefish＊＊  

Octopus＊＊  

Bloodyclam＊＊  

Baby clam＊＊  

Wreath she11＊＊  

Oyster＊  

Skipjak  

Salmon  

Mackerel  

Horse mackerel  

Flat fish  

Flying－fish  

Octopus  

Cuttlefish  

Ovster  

16．00  

1．06  

0．80  

1．70  

1．70  

1．32  

2，01  

3．36  

2．76  

2．84  

1．56  TablelRccoveryofzincaddedin oyster・  

Recovered  
Zn  

（ppm）  

Content of  
Zn in oyster 

（ppm）  

Added   
Zn  

（ppm）  
＊ boild．  

＊＊seasond．  

て6回測定し，測定値の変動係数を求めた．その結果はTable2に示した如く変動係数4・83％で  

あった．この再現精度は原子吸光分光分析法による亜鉛の定量法として十分満足できるものと考え  

る．   

9．生及び缶詰食品中の亜鉛の含有量   

数種の生及び缶詰食品中の亜鉛の含有量を測定した結果Table3に示した如くかき，かきに弗  

常に多いほか他の生及び缶詰食品ではほぼ0．5～3mg％であった・  

考   

食品中の亜鉛を迅速にしかも正確に定量する目的で庶子吸光分光分析法について検討したが，共  

存元素としてほクローム，飼，ケイ素等が亜鉛の吸光度に彫寧をおよぽしたが，これらの影響はい  

ずれもカルシウム2500ppmの添加によりほぼ完全に抑制できた・またカルシウムの添加にともな  

うノイズの増大はエチルアルコールの添加により抑制でき，回収率，再現精度ともに良く，迅速に  

定量できるので多くの食品中の亜鉛の定量に十分適用できると考える．  

要  

1．食品中の亜鉛を迅速にしかも正確に定量する目的で原子吸光分光分析法を検討した．  
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2．原子吸光分光分析法による亜鉛の定量について基礎的な検討を行ない，その測定条件を定め  

た．すなわち波長213．91rlβ，電圧200V，ランプ電流10mA，スリット幅0．2mm，アセチレン  

圧0．4kg／cm2，1．5〝min，空気圧1．4kg／cmヱ，7〝minとした．   

3．共存元素の影響について調べた結果ケイ素，スズ，飼，クローム，マグネシウム及びカリウ  

ムが亜鉛の吸光度に影響をおよぽしたが，これらの影響はいずれも測定液中にカルシウム2500ppm  

添加することにより抑制できた．   

4．共存元素の抑制剤としてカルシウムを添加するとノイズが大きくなり測定誤差を生じるが，  

測定液中にエチルアルコール20ml添加することによりこのノイズを抑制することができた．   

5．添加回収試験を行なったがほぼ満足な結果を得た．   

6．原子吸光分光分析法による再現精度は同一試料液について6回測定した結果変動係数ほ4．83  

％であり十分満足な再現性度であった．   

7．水産生及び缶詰食品中の亜鉛の含有量はカキ（50～70mg％）及びカニ（16mg％）に非常  

に多く含まれている以外，他の魚介類はほぼ0．5～3mg％の含有量であった．  
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